事　業　計　画　書
２　鳥獣緩衝帯整備支援事業
(1)　補助金の概要（補助率、上限額等）


(2)　補助金交付の対象となる鳥獣緩衝帯整備計画（実績）
	№
	事業実施主体別
	（記載例）

	１
	事業実施主体の名称
	〇〇地区自治会

	
	実施年度
	〇〇年度～〇〇年度

	
	実施場所
	○○地内

	
	実施場所の現況
	令和○年に×件、令和○年に×件のクマの目撃情報がある。雑草、樹木等が茂りクマの潜む箇所になっており、ここから市街地へ出没していると考えられる。

	
	整備・維持管理計画
※鳥獣緩衝帯の効果を継続するため、各自治会において３か年の整備・維持管理計画を策定してください。
	（初年度）令和８年度
事業実施（予定）日　令和８年×月×日
☑　雑草等の刈払い
☑　樹木の伐採
☑　その他

	
	
	（二年度）令和９年度
事業実施予定時期　令和９年×月
☑　雑草等の刈払い
☑　樹木の伐採
☑　その他

	
	
	（三年度）令和１０年度
事業実施予定時期　令和１０年×月
☑　雑草等の刈払い
☑　樹木の伐採
☑　その他

	
	補助対象経費の内容及び金額
	機械等賃借料、日当、処分費　　×××円

	２
	事業実施主体の名称
	

	
	実施年度
	

	
	実施場所
	

	
	実施場所の現況
	


	
	整備・維持管理計画
※鳥獣緩衝帯の効果を継続するため、各自治会において３か年の整備・維持管理計画を策定してください。
	（初年度）令和８年度
事業実施（予定）日　　　月　　日
□　雑草等の刈払い
□　樹木の伐採
□　その他

	
	
	（二年度）令和９年度
事業実施予定時期　令和９年　　月
□　雑草等の刈払い
□　樹木の伐採
□　その他

	
	
	（三年度）令和１０年度
事業実施予定時期　令和１０年　　月
□　雑草等の刈払い
□　樹木の伐採
□　その他

	
	補助対象経費の内容及び金額
	


（注）１　事業実績書には、次の書類を添付すること。
　　　　(1) 鳥獣緩衝帯の整備前後の写真（整備前後が比較できるよう同じ角度から撮影すること）
　　　　(2) 補助対象経費の支払に係る領収書
(3) 経費の支払を確認できる書類
(4) 維持管理体制に関する書類（別記様式第６号）
(5) 鳥獣緩衝帯を整備した位置図



別記様式第２号
収　支　予　算 （精　算） 書

１　収入の部
（単位：円）
	区　　分
	本年度予算額
（本年度精算額）
	前年度予算額
（本年度予算額）
	比  較
	備　考

	
	
	
	増
	減
	

	町補助金
	
	
	
	
	

	自己資金
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	




２　支出の部
（単位：円）
	区　　分
	本年度予算額
（本年度精算額）
	前年度予算額
（本年度予算額）
	比  較
	備　考

	
	
	
	増
	減
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	




